
【第 30 回新型コロナウイルス感染症対策会議】 

R2.12.24 PM2:00～ 

5F 大会議室 

     出席者；金井会長、水谷・神田・廣澤副会長、桃木・松本・丸木・登坂・ 

         松山・長又・寺師・鹿嶋・小室常任理事 

         県行政（保健医療部 秋田企画幹・横内感染症対策課長・涌井主幹） 

  金井会長 

    今回も県の方に参加いただいている。現状等について説明いただき

たい。 

  秋田企画幹 

    まず、現在の感染動向について説明する。資料１をご覧いただきた

い。PCR 検査等の現状である。先生方のご協力もあり、検査能力が

非常に上がっている。多い日だと 3500 を超える件数を実施してい

る。直近の 12 月 22 日では、3917 件となっている。陽性率の推移

であるが、一般的に検査が抑えられていて数が絞られていると、陽性

の可能性が高い人が多く出るということで、陽性率が跳ね上がるとい

う形となるが、埼玉は６％前後で推移している。陽性者の累計は 11985
人で、そのうち療養を終了した方を除くと 22 日現在で、療養中の患

者数としては、2193 人で、過去最大となっている。病床使用率の推

移であるが、入院患者が 659 人で、使用率が 54.2%となっている。う

ち重症が 30%近くになってきている。3 週間ごとの年齢別の発生動向

では、各年代とも増えているところが多いが、60 代以上の高齢者のと

ころでは、ほぼ横ばいとなっている。因果関係は証明できないが、本

県では、全ての福祉施設を訪問し、クラスター対策を実施しており、

他県と比較し、クラスターが少なくなっていることが原因のひとつと

考えられる。現時点で埼玉は逼迫度合いは高いものの、高齢者は押さ

えられていると考えている。感染経路別だと、これだけ感染が増えて

くると一番多いのは不明となるが、次に多いのが家庭内となっている。

特にその中で 60 歳以上の方が多くなっている。現役世代が外で会食

等をし、感染してきて、家に持ち込み、家庭内で感染するというパタ

ーンもあるので、家庭内での高齢者の感染防止が大きな課題となって

いる。発表者数と発生者数の比較では、発表の後に発症数が増えるこ

とになるが、発症者数が多いときは、まだ感染動向が引き続き続いて

いる目安として考えている。逆転している日もあるが、まだ発症者数

が多い日が散見されますので、感染はまだ収束段階には来ていないと




























































